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1. はじめに 
歩行者の経路選択行動に影響する要因の 1 つとして、

街路空間において、歩行者自らが置かれている空間的位

置を認識して行動するという空間的定位がある。本研究で

は、大規模地下街を通行する歩行者を対象として空間的

定位の視点から経路選択行動を分析した。そして既往研

究で行われてきた地上街路網における歩行者経路選択

行動と比較し、地下街と地上街路網における経路選択特

性の類似点と相違点を明らかにすることを目的としている。 

 

2. 対象地域および調査の概要 
図-1 は本研究で対象とした大阪梅田地下街を示してい

る。当該地下街における通路のネットワーク形状は複雑で

あり、歩行者が経路選択を求められる機会が多いことが理

解できよう。また、本地下街には地下街を取り囲むように立

地する 7つの鉄道駅をはじめ、歩行行動の起終点となる施

設が多く、人通りも多いため、様々な属性の歩行者の行動

データを取得できる。なお地上街路網における歩行者の

経路選択行動は京阪神都市圏の 20 地区で分析しており、

完全な格子状街路網地区から不整形な街路網まで様々

な地区が対象とされている 1)。 

次に追跡調査について述べる。調査員が駅改札口等

において、歩行者を無作為に選び、目的地まで追跡する

ことによって、当該歩行者の歩行経路を把握した。地下街

では、2004 年 11 月 10 日の 8 時から 19 時に調査し、追跡

対象とした歩行者は合計 588 人であった。なお、地上の街

路における調査は、1999 年 5 月~2001 年 4 月に実施して

おり、被験者総数は 2498 人であった。 

図-2 は地下街の追跡調査で得られた歩行者の希望線

図を表しており、ここでは 6 人以上の OD 交通量が存在す

る OD を図示した。地下街全体の人の流れを偏りなく捕捉

できたという保証はないが、多様な OD および歩行目的の

データを取得できたと考えられる。 

 
図-1 大阪梅田地下街 

 

図-2 OD 分布集計結果（OD 交通 6 サンプル以上） 

 
図-3 目的地方向角度および進入方向角度 
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地下街における目的地方向角度
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地上街路網における目的地方向角度
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地上街路網における進入方向角度
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図-4 角度による経路選択率 

 
パラメータ t検定値

目的地方向角度(°) -9.5706×10-3 -5.00

進入方向角度(°) -1.3046×10-2 -11.26

尤度比

パラメータ比

的中率(%)

0.21

0.73

478/646=74.0  

パラメータ t検定値

目的地方向角度(°) -1.5304×10-2 -19.42

進入方向角度(°) -9.5872×10-3 -24.69

尤度比

パラメータ比

的中率(%)

0.17

1.60

3461/4945=70.0  
 
3. 経路選択行動の分析手法 

本研究で用いた歩行者の経路選択行動特性に対する

分析手法は、筆者らが地上の街路網における歩行者の経

路選択行動分析で提案した方法と基本的に同一である。

すなわち本研究では空間的定位を表す、目的地指向性

および方向保持性の 2 つの選択要因に注目して分析を行

った。目的地指向性を表す「目的地方向角度」は図-3 の

挟角 α、β で表示でき、方向保持性を表す「進入方向角

度」は挟角 γ、δ で表示することができる。角度が小さい

ほど、それぞれの特性を満たした経路を選択する可能性

が高いと言えよう。なお、地下街には広場的な空間が存在

しているため、これらの広場空間における角度測定は、一

定の規則の下で、別途扱っている。 

ここで、起終点間の最短経路距離に対する実歩行距離

の比率である迂回率を求めたところ、地下街では 95％の

歩行者が迂回率 0.3以下の経路を、地上街路網では 95％

の歩行者が迂回率 0.2 以下の経路を選択するという結果

を得た。これより経路選択機会のある全ノードのうち、迂回

率が地下街では 0.3 以上、地上街路網では迂回率 0.2 以

上の代替経路はほとんど使用されていないことがわかる。

そこで、地下街では迂回率 0.3 以下、地上街路網では迂

回率 0.2 以下の代替経路があるノードのみを分析対象とし

た。 

 

4. 分析結果と考察 
図-4 には目的地方向角度および進入方向角度と経路

選択率の関係が示されている。両角度とも、角度が大きく

なるほど選択率が低くなる傾向が見られる。したがって、目

的地指向性および方向保持性は、地下街、地上街路網に

関わらず、歩行者の経路選択に影響すると言える。 

次に、歩行者経路選択モデルを構築し、パラメータの推

定結果を表-1-1 および表-1-2 に示す。尤度比、パラメータ

の符号および t 検定値より判断すると、良好なモデルを作

成することができたと言える。目的地方向角度のパラメータ

値を進入方向角度のパラメータ値で除したパラメータ比に

着目すると、地下街では 0.73、地上街路網では 1.60となっ

た。これは、地下街では方向保持性が、地上街路網では

目的地指向性が経路選択に強く影響していると言えよう。

この結果は、地下街が無窓空間であるため、目的地の方

向を把握しにくいという地下空間の特性によるものではな

いかと思われる。 

 

5. おわりに 
本研究では、筆者らが地上街路網を対象として提案し

ている分析方法に基づいて、地下街における経路選択行

動特性を分析し、モデル化することができた。そして、地下

街と地上街路網における、経路選択特性の類似点と相違

点を考察することができた。今後、地下街におけるモデル

の精緻化を進めるとともに、地下空間特有の経路選択特

性の解明について、さらなる分析を行う予定である。 
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表-1-1 地下街パラメータ推定結果 表-1-2 地上街路網パラメータ推定結果 
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